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【目的］近年、骨粗索症による樟骨遠位端骨折本骨折に対して掌側ロッ
キングプレートによる固定が行われるようになった。骨接合部において
強固な固定性を得るためには、横骨軟骨下骨をスクリューで支持する方
法が一般的であるが、遠位 l列のみの固定では、骨粗懸症による骨質の
脆弱化や粉砕が強い場合には十分な固定力が得られず、骨片の転位を招
く。本研究では、人工骨と新鮮凍結屍体を用い、横骨遠位端骨折モデ、ル
を作成し力学的強度試験を行い、 Double-tieredsubchondral support (DSS) 
法の有用性を検討した。
［方法］ AO分類A型の擬似骨折を施し、 Polyaxiallocking plate (PLP）を
用いて①遠位 l列目をスクリュー固定（0群：遠位2列目無固定）、②遠
位2列目に l列目と平行にスクリューを l、2,3本固定（P群）、および
③遠位2列目に背側関節面に 15度の角度で打ち上げて、スクリューを
し 2,3本固定（D群）の骨折モデルを作成した。このモデルに対し、構
骨遠位掌側から荷重負荷し、（a）軸方向静特性試験、（b）繰返し荷重試験
(1000、2000、3000回）、（c）曲げ方向静特性負荷試験、（の曲げ方向繰り
返し荷重試験（3000回）を行った。さらに、新鮮凍結屍体を用いてい）AO
分類C-2型の骨折モデルを作成し、静荷重負荷試験により DSS群と遠
位 l列目の固定のみの norトDSS群の力学的強度をの比較検討を行った。
［結果】軸方向静特性試験及び、繰返し荷重試験にて剛性と曲げモーメ
ントは繰り返し荷重実験共に、全ての固定群に関して有意な差はなった。
曲げ方向静特性負荷試験及び、曲げ方向繰り返し荷重試験にて曲げ剛性
と曲げモーメントは2列目のスクリュ一本数の増加に伴い若干の増加
傾向は認められたが、有意な差はなかった。全骨折モデ、／レにおいて、対
照の Monoaxiallocking plate (MLP）固定とほぼ同様な力学的強度であり
られ、またロッキング機構のゆるみ、破損は認められなかった。破断強
度試験における DSS群の降伏点の平均は490Nで、 nonDSS群 360Nに
比べて有意に高値で、あった。
［考察］人工骨において、 PLPの力学的強度はMLPと比べても同等で
あり、 2列目のスクリュ一本数や角度の違いによる固定力に有意な差は
認められなかった。新鮮凍結屍体において、 DSS法の強度はnonDSS群
に比べ高く、その有用性が認められた。
